
慣

習

法

上

財

産

権

と

近

代

法

付
ー
ー

原

節

夫

本
稿
は
、
慣
習
法
上
の
特
殊
な
財
産
権
と
い
う
べ
き
富
山
売
薬
の
懸
場
な
い
し
懸
場
帳
に
つ
い
て
こ
れ
を
法
律
的
に
検
討
し
、
国
家
法

体
系
上
の
位
置
づ
け
を
な
し
、
幾
分
で
も
慣
習
法
と
国
家
法
と
の
交
錯
現
象
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

富
山
の
配
置
売
薬
ー
ー
す
な
わ
ち
、
売
薬
行
商
人
が
各
家
庭
を
訪
問
し
必
要
と
思
わ
れ
る
種
々
の
薬
を
入
れ
た
薬
袋
な
い
し
薬
箱
を
預

け
置
き
、
次
回
の
巡
回
時
に
そ
の
聞
に
消
費
し
た
分
を
集
金
す
る
ー
ー
と
い
う
特
殊
な
商
業
は
、
「
越
中
と
や
ま
の
反
魂
丹
」
や
「
富
山

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
)

-691-

の

1

1売
薬
懸
場
帳
の
売
買
と
担
保
を
め
ぐ
っ
て

六五四三二一

は
し
が
き
|
|
問
題
意
識

懸
場
帳
の
概
念
と
そ
の
取
引
の
実
際
(
以
上
本
号
)

国
家
法
上
の
解
釈
論
的
問
題
点
(
以
下
次
号
)

慣
習
法
上
の
財
産
権
の
生
成

近
代
法
体
系
に
お
け
る
そ
の
解
体

今
後
の
展
望
と
立
法
論
的
課
題

は
し
が
き
|
|
問
題
意
識

二
九
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の
く
す
り
売
り
」
と
い
う
言
葉
と
共
に
、
古
く
か
ら
文
字
通
り
全
国
津
々
浦
々
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
学
問
的
に
も
極
め
で
興
味
あ

る
独
特
な
発
達
を
遂
げ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
経
営
経
済
史
の
立
場
か
ら
優
れ
た
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
法
律
学
的

視
点
か
ら
の
研
究
は
、
質
・
量
と
も
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
富
山
売
薬
に
つ
い
て
法
律
上
の

問
題
が
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
い
な
、
わ
れ
わ
れ
法
学
研
究
者
に
と
っ
て
も
好
個
の
研
究
材
料
を
提
供
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

第
一
に
、

「
懸
場
」

(
配
置
得
意
先

(
配
置
業
者
が
薬
を
配
置
し
て
い
る
得
意
先
と
そ
の
得
意
先
の
あ
る
営
業
区
域
)
や
「
懸
場
帳
」

の
住
所
・
氏
名
、
配
置
薬
品
の
種
類
・
価
格
、
服
用
高
お
よ
び
集
金
高
等
を
日
記
載
し
た
帳
簿
〉
の
法
律
的
性
質
が
問
題
で
あ
る
。
懸
場
な

い
し
懸
場
帳
は
、
売
買
せ
ら
れ
た
り
担
保
に
入
れ
ら
れ
た
り
し
て
き
た
が
、
法
律
的
に
み
て
売
買
や
担
保
の
目
的
物
は
何
な
の
か
。
一
応

そ
れ
は
、

‘配
置
薬
品
の
所
有
権
・
売
掛
債
権
・
営
業
権
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
「
集
合
物
」
の
め
g
B
Z
R
r
o
e
ω
R
Z
D
r
j

o
m
Z止
の
一
事
例
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
売
買
や
担
保
に
は
懸
場
帳
の
引
渡
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
懸
場
帳
は
単
な
る
証

拠
書
類
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
、
そ
れ
と
も
懸
場
帳
の
引
渡
が
配
置
薬
品
の
引
渡
と
同
一
の
効
力
を
も
っ

!
l物
権
的
有
価
証
券
|
|
と
認

め
ら
れ
る
か
。

第
二
に
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
変
動
に
関
し
て
戦
前
ま
で
業
者
間
で
実
施
せ
ら
れ
て
き
た
登
記
制
度
は
、
国
家
の
不
動
産
登
記
制
度
の
発

展
と
対
比
し
て
研
究
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
自
治
制
度
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
懸
場
帳
主
を
株
主
と
し
て
組
織
せ
ら
れ
た
広
貫
堂
そ
の
他
の
富
山
売
薬
会
社
は
、
団
体
法
1

組
織
法
の
観
点
か
ら
考
察
に
値
す

る
特
殊
な
組
織
と
発
達
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
「
国
家
法
と
慣
習
法
な
い
し
自
治
法
」
と
い
う
深
遠
な
か
っ
魅
力
あ
る
テ
l

マ
に
も

関
連
し
、
法
社
会
学
的
研
究
の
生
き
た
素
材
を
提
供
す
る
も
の
よ
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
よ
う
な
問
題
音
ω
識
か
ら
、
筆
者
は
今
後
と
も

を宮
山
売
実
に
関
す
る
法
律
学
的
考
察
を
続
け
る
積
り
で
あ
る
が
、
そ
の
手
は
じ
め
と
し
・
て
、
な
か
で
も
最
も
現
代
的
か
つ
実
際
的
な
問
題



で
あ
る
と
思
考
さ
れ
る
「
売
薬
懸
場
」
の
売
買
と
担
保
取
引
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
取
引
の
実
際
を
み
た
う
え
で
民
事
法
1

国
家
法
の
観
点
か
ら
こ
れ
に
関
す
る
種
々
の
問
題
点
を
検
出
し
、
次
い
で
、
こ
れ
ら
の
取
引
が
い
か
に
し
て
こ
れ
ま
で
国
家
法
と
は
別
個

な
社
会
規
範
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
か
つ
多
く
の
問
題
点
が
処
理
さ
れ
て
き
允
か
を
究
明
し
、
慣
習
法
上
の
権
利
が
近
代
国
家
法
体
系
の
中

で
い
か
な
る
位
置
づ
け
を
な
さ
れ
、

い
か
な
る
課
題
を
脊
負
わ
さ
れ
て
い
る
か
を
突
き
と
め
た
い
。
こ
の
よ
う
な
具
体
的
実
証
的
な
検
討

-693-

を
通
し
て
「
慣
習
法
な
い
し
自
治
法
と
国
家
法
」
と
の
関
連
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
わ
け
で
あ
る
。

註

ω
た
と
え
ば
、
植
村
元
覚
「
行
商
圏
と
領
域
経
済
|
!
富
山
売
薬
業
史
の
研
究
」
北
陸
経
済
研
究
所
叢
書
第
一
集
。
同
書
に
は
、
富
山
売
薬
に
関
す

る
社
会
経
済
的
研
究
資
料
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
高
岡
高
等
商
業
学
校
編
「
富
山
売
薬
業
史
史
料
集
」
上
・
下
巻
が
貴
重
な
も
の
で
あ

ろ
う
。

ω
筆
者
の
知
る
範
囲
で
は
、
公
刊
さ
れ
た
も
.
の
と
し
て
武
田
雄
一
「
売
薬
懸
場
帳
に
関
す
る
民
刑
訴
訟
の
考
察
」
(
法
曹
会
雑
誌
一

O
巻
三
号
五
一
頁

以
下
、
昭
和
七
年
)
を
挙
げ
う
る
に
止
ま
る
。
他
に
、
著
者
不
明
(
富
山
地
方
裁
判
所
判
事
の
一
人
と
推
察
さ
れ
る
)
の
ガ
リ
版
仮
綴
冊
子
「
富
山

売
薬
」
(
富
山
地
方
裁
判
所
所
蔵
)
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
法
律
学
の
分
野
で
の
先
駆
的
業
績
と
し
て
評
価
せ
ら
れ
る
が
、
紹

介
資
料
的
要
素
が
濃
く
、
問
題
点
の
法
理
論
的
分
析
は
必
ず
し
も
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

ω
近
代
法
が
一
物
一
権
主
義
2
何
宮
内

ω
R
Z
M
2口
出

R
Z
=
の
も
と
に
、
物
の
集
合
に
対
し
権
利
の
客
体
性
を
認
め
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
る
こ
と

お
よ
び
、
こ
れ
に
対
す
る
抗
判
や
乙
れ
を
積
極
的
に
是
認
せ
ん
と
す
る
立
法
論
的
解
釈
論
的
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

川
島
武
宣
・
所
有
権
法
の
理
論
一
七
七
頁
以
下
、
一
八
八
頁
以
下
。

2
2
Z・ロ
2丹

問
。

r
p
Fぐ
巳
な
の

Z
W
E
-
-
∞・

2
・
平
野
義
太
郎
・
民
法
に

於
け
る
ロ

l
マ
思
想
と
ゲ
ル
マ
ン
思
想
(
第
一
編
、
第
二
章
第
二
節
)
。

我
妻
栄
「
権
利
の
上
の
所
有
権
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
」
民
法
研
究
置
所
収
。
同
「
独
逸
に
於
け
る
小
作
財
団
の
上
の
登
録
質
制
度
の
創
設
」
山

田
教
授
還
暦
記
念
論
文
所
収
、
同
「
集
合
動
産
の
譲
渡
担
保
に
関
す
る
エ
ル
ト
マ
ン
の
提
案
」
法
学
協
会
雑
誌
四
八
巻
四
号
、
同
「
デ
ン
マ
ー
ク
動
，

産
抵
当
制
度
」
法
学
協
会
雑
誌
五
五
巻
四
号
。
福
井
勇
二
郎
「
仏
法
に
お
け
る
営
業
質
に
つ
い
て
」
法
学
協
会
雑
誌
五
一
巻
二
l
l
四
号
、
同
「
一
九

O
九
年
三
月
十
七
日
の
仏
国
蛍
業
財
産
法
に
就
い
て
」
法
学
協
会
雑
誌
五
五
巻
穴
・
七
号
、
同
「
仏
国
農
業
証
券
制
度
に
就
い
て
」
杉
山
教
授
還
歴

祝
賀
論
文
集
所
収
、
同
「
仏
国
民
法
の
発
達
に
於
け
る
判
例
学
説
立
法
の
協
力
|
|
営
業
財
産
の
担
保
化
実
現
の
経
過
を
中
心
と
し
て
|
|
」
東
京

帝
国
大
学
学
術
大
観
・
法
学
部
経
済
学
部
篇
所
収
。

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
)

二
九
三
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一一
売
薬
懸
場
帳
の
概
念
と
そ
の
取
引
の
実
際

売
薬
懸
場
帳
と
は
、
古
く
は
「
反
魂
丹
掛
帳
一
郎
L

「
場
所
帳
膏
」
と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
「
掛
場
帳
」
と
も
書
か
れ
る
が
、
売
薬
商
人
が

一
定
地
域
に
分
布
す
る
得
意
先
の
位
置
住
所
・
氏
名
、
配
置
し
預
け
て
お
い
た
薬
品
の
種
類
・
価
格
・
数
量
、
服
用
高
、
集
金
高
等
を
記

載
し
た
帳
簿
で
あ
る
。
売
薬
業
者
は
、
営
業
す
る
限
り
バ
得
意
先
の
場
所
で
あ
る
売
薬
「
懸
場
」
を
も
ち
、
売
薬
懸
場
帳
を
作
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
懸
場
帳
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
売
薬
営
業
者
と
認
め
ら
れ
る
。
懸
場
帳
の
な
い
売
薬
業
者
は
存
在
し
え
な
い
。
売
薬
商
人

は
旅
先
の
行
商
圏
に
一
定
期
日
を
予
定
し
て
年
に
一
固
ま
た
は
二
回
に
わ
た
っ
て
行
商
す
る
習
わ
し
で
あ
る
が
、
そ
の
際
商
人
は
、
懸
場

に
あ
た
る
地
域
で
行
商
し
て
行
く
順
序
に
し
た
が
っ
て
各
得
意
先
ご
と
に
口
座
を
設
け
、
前
記
の
よ
う
に
、
そ
の
位
置
、
薬
の
種
類
・
数

量
と
そ
の
年
々
の
消
費
の
傾
向
や
集
金
の
事
情
等
を
す
べ
て
記
入
す
る
。
そ
の
様
式
は
、
従
来
大
福
帳
の
形
を
と
っ
て
い
た
が
必
ず
し
も

一
定
の
規
格
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
記
載
の
仕
方
も
配
置
業
者
に
よ
っ
て
多
少
差
異
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
懸
場
帳
と
し
て
是
非

記
載
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
事
項
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

売
薬
懸
場
帳
の
概
念

一
、
配
置
得
意
家
の
住
所
、
氏
名

一
、
入
替
年
月
日
、
預
け
容
器
の
種
類
(
袋

・
箱

・
函
・
状
差
し
等
)

一
、
配
置
薬
品
の
種
類
・
数
量

一
、
毎
回
の
服
用
数
と
売
上
金
額

一
、
集
金
高
〈
値
引
、
内
金
が
あ
れ
ば
そ
の
内
訳
)

こ
の
他
に
、
得
意
家
の
番
号
、
罰
置
始
め
の
年
月
日
、
特
に
得
意
家
に
対
し
注
意
す
ベ
き
事
項
な
ど
も
備
増

ιし
て
書
き
込
ま
れ
ん
。



近
時
は
、
大
福
帳
の
様
式
を
脱
却
し
、
持
参
に
便
利
な
小
型
版
の
印
刷
し
た
用
紙
を
各
得
意
先
毎
に
使
用
し
、
こ
れ
を
地
域
(
懸
場
)
分

だ
け
綴
じ
て
厚
表
紙
を
つ
け
る
様
式
が
一
般
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

一
見
何
の
変
哲
も
な
い

(
外
形
的
に
は
、
通
常
の
売
掛
帳
と
大
差
は
な
い
)
こ
の
懸
場
帳
が
、
従
来
と
も
富
山
売
薬
関
係

者
の
聞
で
は
、

大
変
高
価
な
財
産
と
目
さ
れ、

単
な
る
売
掛
帳
と
違
っ
て
不
動
産
同
様
に
一
冊
百
万
円
前
後
か
ら
場
所
に
よ
っ
て
は
数
百

万
円
に
も
売
買
さ
れ
た
り
、

こ
の
こ
と
は
、
関
係
者
以
外
の
者
に
は
奇
異
に
感
ぜ

売
薬
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
至
極
当
り
前
の
こ
と
と
し
て
今
も
な
お
こ
の
取
引
が
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

『「
懸
場
限
」
の
取
引
で
あ
る
の
か
そ
れ
と
も
「
懸
湯
」
の
先
寅
・
担
保
で
あ
る
の
か
、
後
述
の
如
く
、
松
だ
問
題
J

o

戸
で
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
は
当
地
方
の
一
般
的
用
語
法
に
し
た
が
い
「
懸
場
帳
」
の
売
買

・
担
保
と
呼
ん
で
お
く
。
」

ま
た
、

こ
れ
を
担
保
に
し
て
金
融
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

註

ω
高
岡
高
等
商
業
学
校
編
・
富
山
売
薬
業
史
史
料
集
(
以
下
「
史
料
集
」
と
略
記
引
用
す
る
)

ω
史
料
集
、
一
、

O
六
五
頁
。

ω
植
村
元
覚
「
懸
場
帳
に
つ
い
て
」
富
山
大
学
経
済
学
部
・
創
立
三
十
五
周
年
記
念
論
文
集
、
五
一
頁
。

ω
谷
岡
利
雄
・
懸
場
帳
の
秘
密
(
家
庭
薬
新
聞
社
版
家
庭
薬
研
究
叢
書
)
七
貰
。

ω
そ
の
様
式
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
(
次
頁
)

(
甲
)
欄
に
は
、
巡
回
の
年
月
日
と
、
服
用
高
、
取
揚
高
、
残
金
代
金
予
記
載
す
る
。
懸
場
帳
に
は
独
特
の
略
字
略
号
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。

ω
売
薬
関
係
者
を
購
読
者
と
す
る
地
元
の
業
界
新
聞
(
「
薬
日
新
聞
」
「
家
庭
薬
新
聞
」
い
ず
れ
も
週
刊
)
に
は
、
売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
懸
場
を
広

告
す
る
「
懸
場
案
内
」
欄
が
設
け
ら
れ
、
各
懸
場
売
買
取
引
業
者
の
取
扱
い
と
い
う
形
で
合
計
数
十
件
が
広
告
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

④
山
田
太
郎
商
庖
扱
(
住
所
、

電
話
)

北

海

道

旭

川

市

二

O
O一戸

大

分

県

日

田

市

五

O
O一戸

山
口
県
小
郡
町
付
近
一
、
三
O
O戸

一、

O
六
一
頁
。

に)

懸
場
帳
の
売
買
の
実
際

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
V

二
九
五
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(
イ
)
売
買
契
約
の
締
結

売
薬
懸
場
帳
の
売
買
は
、
売
薬
懸
場
帳
の
所
有
者
(
普
通
、
売
薬
懸
場
帳
主
と
い
う
〉
た
る
売
主
と
相
手
方
買
主
と
の
合
意
に
よ
っ
て

成
立
す
る
。
富
山
県
下
に
は
「
売
薬
懸
場
帳
売
買
取
引
業
者
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
る
専
門
の
取
引
業
者
訪
問
い
史
ほ
尚
一
一
勺
肌
…
穀
抑制棋倒
哨

れ
と
が
三
十
名
近
く
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
引
業
者
が
売
薬
懸
場
帳
を
占
有
し
て
買
主
と
交
渉
し
た
り
す
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
代
理
人

も
し
く
は
ぺ
仲
介
入
と
し
て
の
業
務
を
遂
行
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
買
主
は
、
例
自
ら
売
薬
懸
場
帳
主
と
し
て
他
地
域
に
懸
場
を
所
有
し
て
い

。
1 '1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 w 
L 1 1 1 1 1 1 1 警

泊迫骨当面 1 1 1 1 1 1 1 1翼
_11 11 1 w弘伊
1 1 1 1 1 w零

L 1 1 I 1 1 1 I"~ 
m ::m 4令 当国

1 1 1 l' 1 1 1 1田

1 1 I 1 1 1 I I湘

I I 1 I I w韮

1 1 I I I 1 1 I明
固 と回扮 当国

j 1 l' I 1 1 1 l -r~~や

I I I 1 1 I 1 1ぷ5
1 I I 1 1 1 I I羽

固とID 4社 当面 1 1 1 1 1 1 1 I濡

1 1 ， 1 l' 1 I 1 1叩

I 1 I 1 1 I 1 1吋

I 1 1 1 I m州

I I 1 1 1 1 1 1 1 ~7 
国泊抑制 II J. I I I j I I齢

I 1 1 I 1 I 1 1. I "-r 
団 1 1 I 1 1'1 1 I I ~ 

1 I I I I 1 1 I I酬
国泊令調 1 1 1 I I I~ I IJ調

IAn嗣 _11 I J_I I 1 I I ')~ 
|胸部劃 湖副醐 |的措1

門誌掃除 ノ | 

。O. 。



る
者
、

ω従
来
懸
場
帳
主
と
売
薬
行
商
引
受
契
約
を
締
結
し
て
自
ら
の
計
算
に
お
い
て
配
置
薬
品
を
仕
入

・
配
置

・
集
金
し
、
約
定
の
割

合
に
応
じ
て
利
益
を
懸
場
帳
、
王
と
配
分
す
る
売
薬
行
商
引
受
人
(
請
負
営
業
者
〉
、

際
に
懸
場
帳
記
載
の
得
意
家
を
巡
廻
し
て
薬
品
の
配
置
、
代
金
債
権
の
取
立
を
す
る
行
商
人
、

ωこ
れ
ら
売
薬
業
者
に
薬
品
を
却
し
売
り

し
て
い
る
製
薬
業
者
、
制
従
来
こ
れ
ら
売
薬
に
関
係
し
て
な
か
っ
た
も
の
で
今
後
懸
場
帳
主
と
し
て
営
業
せ
ん
と
す
る
者
等
で
あ
る
が
、

ω懸
場
帳
主
ま
た
は
請
負
営
諮
問
者
に
雇
用
さ
れ
て
実

い
ず
れ
も
、
何
ら
か
の
形
で
売
薬
業
に
関
連
性
を
有
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

売
薬
懸
場
帳
の
売
買
は
、

の
作
成
は
売
買
契
約
成
立
の
要
件
で
は
な
く
、
ま
た
、
売
買
の
条
件
も
、
当
事
者
聞
の
約
定
で
ど
の
よ
う
に
も
決
め
う
る
わ
け
で
あ
る
が

通
常
売
買
取
引
業
者
の
売
買
斡
旋
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
取
引
業
者
は
次
の
よ
う
な
不
動
活
字
に
よ
る
売
買
契
約
書
用
紙
お
よ
び
売
渡
証

一
般
の
売
買
と
同
様
、
当
事
者
の
合
意
の
み
で
成
立
し
う
る
諾
成
契
約
で
あ
り
、
売
買
契
約
書

・
売
渡
証
書

書
用
紙
を
用
い
て
契
約
内
容
を
定
型
化
し
て
い
る
。

六 l五 四三 一 一本、、 、 、
日

決算 最近 権利
懸 懸 附 左

場得 場 属
記売

方 壱 を 地 会
法 ケ 表

様意住
域 社 薬

年集
明 j騒
す 場売 医

金集 金 る 所 薬
高 印

氏名
買

額 又 条 ロロロ

を は 及 件 配
立 名 戸 を 置
算 称 数 売 !懸
と 主 場
し 買 売 1

年抜
主 貝同司

双
き 県 方 契
は 承 約
半 認 書
立 の
月 氏 上 〆-、
延 本 書
J、ミ 外 契 式
は 約 約 l 
見 昭昭 を '-" 

通 和和 締
し 結

有昧
せ
り

置
及附

立 年年

決算
近

戸 一
と l長 円
す 面
る 月月

f府
日日 記載

1 

分

回
分

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
〉

二
九
七
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十 十 十 一卜 十 十 十 十 t 十 九 八 七
八 ，じ 六 五 四 一 一

、 、 、 、
一

和昭
、 、 、 、 、 、 、 、

売 契 残
売買評

記前
附 売 寅 人 j騒 天 懸 配 買 約

主 主 の
場先

事変災
場 置 代

手付金
し

通 物 違 違 旅 帳 薬 金 価額
り 約 約 契 先買 は 受渡 金
売 品 の の 於 満

年 買
場Aιョ. 

場 約 代借
て 死 金 j騒 日

契 ムιz 宿 絶 す 場 金 金 金百
約 fま は 違 金 泊 る 帳
本 本日 契 の 料 破 迄 記 円
日

手付約
約 場 其 産 立 入

月 正
領収

メi3" の 証 現 昭 付
の も 他 弓| 人 在 末日

締結 せ 金 同 の
越等

カ4 の
る は 場 じ 買 預 ま

せ 付手 無効
'-..1 

代借
は り ま

日 り βQ 、 譲
、

イ旦 百

‘ 金 と 金
渡日 満 し 年

売 の の 返し の 金 多
て

倍弐
あ を と

増少
郡市

本契
金 ザつ

界限
同

主 を せ た 時 減 拾 ，

約書弐
買 ず 時 'と は 月
主 は し 買 あ

相
以前

主 る
通 返 当
を 金 の の 渡奇| 円
作 す

証拠
分 日

製 る は す 売
町村 し も を 売 主

売 の 提 主 は
銭主 と

成刀相て
の 寅

す 損 主 と ー
買 害 よ す
主 度売

と り
し 本

主 以 日
fま 後 正

番地
速 の

保宛
分 領

負 は 収

有す 担す
買 せ
主 り

る る の
も 事 損害
の fヘ
也 売 と

主 す 固
囲 使 る

用

宮
大
経
済
論
集

九，
i¥. 



、
立 立 立 買

証 郡市 証 郡市
証

郡市 郡市
人 人 人 主

， 

、

町村 町村 町村 町村I

番 番 番 番。

地 地 地 地 。

. 

固 回 回 回

¥ 

府司司 ーーー 守一“F・ーー- -・・・・ーーー ーーーー ーーーーーーーーーーーーーー一ーーーー ー司ー・ーーーー・ーーーー一一・--一ーーー.司・ーーーーー・・ーーーーー・・ーーーーーー一・・ーーーーー ーー・ーーー・ 4町・一・・ーーーーーーー・ー. ーーーーー・ーー.~.._._- -----

医
薬
品
配
置
懸
場
所
有
権
売
渡
証
書

(
書
式
2
)

n『
u

附
属
会
社

得
意
家
の
所
在
地

懸
場
帳
首
記
の
得
意
家
の
住
所
氏
名
及
得
意
家
の
一
戸
数

配

置

薬

品

外

最

近

壱

ケ

年

到

伴

朋

の

集

金

高

但
し
、
右
各
号
の
詳
細
は
此
証
書
添
附
の
懸
場
帳
簿

残

金

精

算

日

昭

和

年

月

冊
に
記
載
の
通
り

口一円

村-

氏
外
約

方町

戸

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
)

二
九
九
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前
記
医
薬
品
配
置
得
意
家
は
従
来
拙
者
所
有
之
処
今
般
該
得
意
家
に
対
す
る
営
業
権
即
ち
得
意
家
に
配
置
の
薬
品
並
に
其
附
属
品
及
薬
品
代

金
請
求
の
権
利
全
部
を
前
記
最
近
壱
ヶ
年
の
集
金
高
を
標
準
と
し
て
此
代
金

一

金

領

収

す

右
協
定
し
尚
左
記
約
款
を
附
し
て
貴
殿
に
売
渡
し
仕
り
候

前
記
権
利
悉
皆
貴
殿
に
売
渡
し
た
る
に
付
従
来
此
の
営
業
に
従
事
せ
し
拙
者
及
其
他
の
関
係
者
共
同
後
弐
拾
箇
年
聞
は
間
営
業
に
関
し
該

得
意
先
地
域
内
は
一
切
立
入
間
敷
事
若
し
之
に
違
背
し
た
る
と
き
は
前
記
売
渡
代
金
の
金
額
を
直
ち
に
賠
償
す
べ
き
と
と
を
確
約
す

本
書
添
附
の
懸
場
帳
簿
面
に
誤
記
若
し
く
は
違
算
あ
る
こ
と
を
発
見
せ
ら
る
る
か
又
は
其
他
の
故
障
生
じ
た
る
と
き
は
之
れ
か
賠
償
を
為

す
へ
き
は
勿
論
尚
貴
殿
の
要
求
に
よ
り
て
は
本
契
約
を
解
除
せ
ら
る
る
も
異
議
無
之
且
つ
右
解
除
の
場
合
に
於
い
て
は
前
計
売
渡
代
金
に

拙
者
受
取
り
月
よ
り
一
ヶ
月
百
円
に
付
金
銭
の
利
息
を
加
算
し
貴
殿
に
返
還
す
へ
き
こ
と
を
一
確
約
す

但
し
、
本
項
は
一
回
廻
商
済
迄
其
効
を
有
す

保
証
人
は
売
渡
人
と
連
帯
し
て
本
契
約
一
切
の
義
務
を
履
行
す
へ
し

右
之
通
り
相
違
無
之
依
て
其
確
実
を
証
す
る
為
保
証
人
と
共
に
記
名
捺
印
候
也

昭
和
・

年

月

日

， 
e 

' 
---ーーーーーーーーーーー・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーー・・・・ー・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー・ーー・ー・ーーーー

立立保売

証証証渡

人人人人

殿

(
業
者
に
よ
っ
て
は
「
売
薬
得
意
家
所
有
権
売
渡
証
書
」
と
の
表
題
が
つ
け
ら
れ

は
、
売
主
か
ら
買
主
に
渡
さ
れ
、
業
者
間
で
は
「
権
利
証
」
と
し
て
意
識
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
通
の
書
類
の
ほ
か
、
懸

場
帳
売
買
に
あ
た
っ
て
は
、
後
述
の
よ
う
な
「
残
し
金
」
を
置
く
場
合
が
多
く
、
貫
主
か
ら
売
主
に

「
残
金
借
用
証
書
」
を
差
し
入
れ
る
。

売
主
の
方
か
ら
は
、
懸
場
帳
と
「
付
物
品
川
一
(
行
李
や
風
呂
敷
な
ど
〉
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
買
主
に
引
き
渡
す
。

て
い
る
J

書
式
2
の
「
医
薬
品
配
置
懸
場
所
有
権
売
渡
証
書
」



現
在
、
懸
場
帳
の
売
買
価
額
を
決
定
す
る
た
め
に
、
最
も
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
方
法
は
、
ま
ず
、

年
間
平
均
集
金
額
(
す
な
わ
ち
帳
面
価
額
〉
を
過
去
数
年
分
の
実
績
を
参
考
に
し
て
割
り
出
し
、
次
に
、
こ
れ
を
基
礎
価
額
と
し
て
こ
れ

〈

口

)

売
買
価
額
の
決
定

に
一
定
の
比
率
を
掛
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

算
出
の
基
礎
価
額
(
帳
面
価
額
)
を
出
す
た
め
に
、
懸
場
帳
の
過
去
の
実
績
を
計
算
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
普
通
過
去
四

t

五
年
分
の
記
帳
が
調
査
さ
れ
る
。
懸
場
帳
が
、

一
、
二
回
分
の
記
載
し
か
な
い
「
新
帳
」

(
従
来
の
懸
場
帳
が
巡
回
を
重
ね
る
う
ち
、
紙

面
に
余
白
が
な
く
な
っ
た
り
新
得
意
先
が
漸
次
増
加
す
る
な
ど
の
事
情
で
、
別
冊
の
帳
簿
を
新
た
に
調
製
す
る
必
要
が
生
ず
る
が
、
こ
れ

を
新
帳
と
い
う
)
の
場
合
に
は
、
こ
の
新
帳
の
ほ
か
に
「
旧
帳
」
(
新
帳
に
対
し
従
来
の
帳
面
を
旧
帳
と
い
う
〉
の
呈
示
も
要
求
せ
ら
れ

る。
帳
面
に
つ
き
、
実
際
に
計
算
す
る
と
き
に
は
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
て
い
み
。

(司

貸
し
は
算
入
し
な
い
。

ω
 休懸
は
半
立
に
す
る
こ
と
。

一
年
一
回
廻
り
の
懸
場
の
場
合
に
四

0
年
度
は
休
ん
で
入
替
せ
ず
四
一
年
度
の
巡
回
で
一

0
0
0円
の
取
揚
高
H
集

金
高
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
四
一
年
度
の
集
金
高
を
基
準
と
す
る
時
で
も
一

0
0
0円
を
そ
の
ま
ま
算
入
せ
ず
、
そ
の
半
分
の
五

O

O
円
を
算
入
す
る
。
右
の
場
合
、
一

O
O
O円
の
集
金
高
は
都
合
二
ヶ
年
分
の
服
用
高
に
該
当
す
る
か
ら
、
そ
の
半
額
が
一
年
間
の

服
用
高
す
な
わ
ち
集
金
高
に
な
る
と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
前
掲
書
式
1
売
薬
懸
場
売
買
契
約
書
の
う
ち
、
六
決
算
方
法
と
し

て
「
年
抜
き
は
半
立
」
と
あ
る
の
は
右
の
よ
う
な
算
出
方
法
の
こ
と
で
あ
彰
。

た
と
え
ば
、

-701ー

(c) 

入
替
な
し
で
内
入
金
の
あ
る
場
合
は
算
入
し
な
い
。

(d) 

〆
取
り
と
い
っ
て
過
去
の
売
掛
金
と
入
替
時
の
服
用
高
と
を
併
せ
て
取
り
揚
げ
て
い
る
と
き
は
、
前
二
、
三
回
の
取
揚
高
を
参
照

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
〉

三
O
一
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し
、
た
と
え
ば
五

O
O円
が
毎
回
の
平
均
取
揚
高
と
す
れ
ば
、
五

O
O円
だ
け
を
算
入
す
る
。

新
懸
け
得
意
は
、

(e) 

一
回
で
も
取
揚
げ
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
算
入
す
る
が
、
取
揚
げ
の
な
い
も
の
は
仕
入
原
価
の
概
算
額
を
見
積
っ
て

(f) 

売
買
金
額
と
す
る
か
、
ま
た
は
全
然
算
入
し
な
い
白

特
に
新
懸
け
の
多
い
懸
場
は
配
置
薬
の
仕
入
原
価
か
、
そ
れ
に
若
干
の
新
懸
け
費
用
を
加
え
た
も
の
と
す
る
。

も
ん

一
定
の
比
率
が
、
右
の
よ
う
な
計
算
方
法
で
算
出
さ
れ
た
帳
面
価
額
に
掛
け
ら
れ
る
。
こ
の
比
率
は
、
関
係
者
間
で
は
「
文
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
大
体
十
五
文
ハ
一
五

O
%〉
前
後
が
多
い
。
文
は
、
懸
場
に
よ
り
異
な
る
わ
げ
で
、
二
十
五
文
の
懸
場
も
あ
れ
ば
十

二
文
位
の
所
も
あ
る
。
純
益
率
の
高
い
場
所
が
大
き
い
文
を
掛
け
ら
れ
、
純
益
率
の
低
い
所
は
、
小
さ
い
文
数
と
な
る
。
文
を
決
定
す
る

次
に
、

要
因
と
し
て
は
、
金
払
い
(
代
金
回
収
率
〉
の
良
い
得
意
先
で
あ
る
か
否
か
、
得
意
先
の
巡
回
や
代
金
請
求
の
た
め
に
要
す
る
時
間
と
経

費
が
大
き
い
か
否
か
、
得
意
先
が
安
定
し
て
い
る
か
否
か
、
転
居
や
解
約
の
発
生
率
が
高
い
か
否
か
等
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
、
利
益
率
、

回
収
率
、
‘安
定
度
の
高
い
懸
場
に
は
そ
れ
だ
け
高
い
文
が
掛
け
ら
れ
、
仮
り
に
帳
面
の
計
算
額
が
一

O
O万
円
だ
っ
た
と
し
て
も
こ
れ
に

二
十
五
文
(
た
と
え
ば
)
を
掛
け
て
二
五

O
万
円
で
売
買
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
古
く
か
ら
富
山
売
薬
を
優
遇
し
て
き
た
庄
内
地
方
の
懸

場
は
文
が
高
く
、
逆
に
九
州
の
貧
農
地
域
の
懸
場
は
文
が
低
い
と
い
う
よ
う
に
、
業
者
の
聞
で
は
、
全
国
の
大
体
の
地
区
に
つ
い
て
、
お

う
よ
そ
の
相
場
が
定
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
得
意
家
に
商
品
が
ど
れ
位
配
置
し
て
あ
る
か
と
い
う
点
も
、
売
買
価
額
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
検
討
さ
れ
る
。
普
通
、
服
用

高
の
大
体
二
倍
の
薬
品
を
置
く
の
が
建
前
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
レ
ベ
-Y
よ
り
少
な
い
場
合
は
、
帳
面
が
や
せ
て
い
る
と
い

っ
て
価
額
も
低
く
な
り
、
反
対
に
三
倍
な
い
し
そ
れ
以
上
の
商
品
が
配
置
さ
れ
て
場
合
は
、
帳
面
が
こ
え
℃
い
る
と
称
し
て
高
く
見
積
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

ハ
ハ
〉

「
残
し
金
」

H
売
主
の
担
保
責
任

懸
場
帳
の
売
買
が
成
立
す
れ
ば
、
買
主
は
代
金
支
払
義
務
を
負
い
、
最
近
の
売
買
取
引



で
は
「
懸
場
帳
は
満
金
す
る
迄
立
証
人
が
預
り
、
満
金
と
同
時
に
買
主
に
引
渡
す
」
と
さ
れ
て
い
る
が

こ
れ
と

(
前
掲
書
式
1
十
二
条
〉
、

は
別
個
に
残
し
金
の
約
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

売
却
せ
ら
れ
た
懸
場
帳
が
果
し
て
記
載
し
た
通
り
の
得
意
先
と
配
置
薬
品
が
あ

こ
れ
は
、

り
予
期
し
た
通
り
の
集
金
率
を
も
つ
か
否
か
を
確
認
す
る
〈
譲
受
人
が
第
一
回
の
巡
回
を
し
て
確
め
る
)
ま
で
、
売
買
代
金
の

一
部
(
通

常
は
一
割
)
を
残
し
て
お
き
、
も
し
何
ら
事
故
が
な
く
懸
場
帳
記
載
通
り
で
あ
れ
ば
、
残
し
金
を
売
主
に
渡
し
、
逆
に
、
懸
場
帳
の
誤
記

不
正
記
載
等
が
あ
っ
た
り
集
金
率
が
売
買
条
件
の
そ
れ
よ
り
も
下
廻
っ
て
欠
損
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
こ
の
残
金
を
も
っ
て
欠
損

分
を
充
当
す
る
と
い
う
慣
習
で
あ
る
。
充
当
し
た
後
で
残
額
が
出
れ
ば
、
売
主
に
そ
の
分
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
残

し
金
は
、
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
、
将
来
発
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
借
主
の
延
滞
賃
料
支
払
債
務
・
損
害
賠
償
義
務
を
担
保
す
る
と
こ
ろ

の
「
敷
金
」
と
同
一
の
機
能
を
も
っ
と
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
取
引
の
実
際
で
は
、
買
主
が
一
回
行
商
調
査
済
迄
残
し
金
と
し
て
借
用

し
て
い
る
こ
と
に
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
売
買
契
約
書
と
は
別
個
に
次
の
よ
う
な
借
用
証
書
を
売
主
に
差
し
入
れ
て
い
る
。

残

書

(書
式
3
)

借

証

金

用

-703-

一

金

通

貨

也

但

し

、

利

子

之

儀

は

元

金

百

円

に

付

壱

ヶ

月

銭

厘

宛

右
金
額
之
儀
は
貴
殿
所
有
之
県
廻
り
医
薬
品
配
置
懸
場
帳
簿
拙
者
買
受
け
た
る
に
付
壱
回
行
商
調
査
迄
残
し
金
と
し
て
正
に
借

用

申

候

処

実

正

也

。

然

る

上

返

済

之

儀

は

昭

和

年

月

日

迄

帰

宅

次

第

該

帳

簿

に

対

す

る

何

事

も

異

議

故

障

等
無
之
候
時
は
元
利
金
共
速
か
に
返
済
仕
候
、
尚
第
一
号
約
定
書
に
基
づ
き
旅
先
宿
泊
買
掛
り
諸
借
用
、
仕
切
、
目
録
、

算
連
等
其
他
貴

殿
の
弁
償
之
義
務
に
相
係
り
分
は
此
残
し
金
を
以
て
差
引
精
算
相
立
被
下
度
候
、
若
し
万
一
残
し
金
に
て
不
足
金
等
相
生
ず
る
場
合
に
は

即
時
金
を
以
て
速
か
に
弁
済
被
下
度
候
、
依
市
為
後
日
残
金
借
用
証
書
一
札
相
渡
し
置
如
件

年

日

月

寅

主

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
)
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証証証

人 人 人 主

も
し
、

一
回
行
商
調
査
の
結
果
、
残
し
金
で
な
お
不
足
の
立
替
費
用
が
あ
れ
ば
、
買
主
は
、
約
定
文
書
通
り
売
主
に
対
し
て
即
時
金
を

以
て
求
償
す
る
権
利
を
も
つ
が
、
計
算
違
や
回
収
率
が
悪
く
損
失
金
が
相
当
多
額
な
場
合
に
は
、
契
約
解
除
権
を
行
使
し
、
同
時
に
損
害

賠
償
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
後
の
点
は
、
前
掲
書
式
2
の
条
項
に
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、
民
法
の
売
主
暇
疲
担
保
責
任
の
規
定
(
嶋
一
時

間一一純一

m
m
m綿
ry)
と
同
旨
で
あ
る
。

註

ω
谷
岡
、
前
掲
書
二
一
、
二
二
頁
参
照
。

ω
同
書
式
に
あ
る
「
月
延
べ
」
の
場
合
べ
つ
ま
り
、
月
毎
巡
回
す
る
懸
場
に
お
い
て
あ
る
月
の
巡
回
を
休
ん
で
い
る
場
合
に
も
、
同
様
に
、
帳
面
価
額

の
決
定
に
は
い
く
ら
か
割
引
す
る
。
現
在
、
四
、
五
ヶ
月
飛
ん
で
お
れ
ば
「
一
割
落
し
」
、
一
ニ
ヶ
月
程
度
な
ら
「
五
分
落
し
」
の
割
引
と
い
わ
れ
る
。

ω
「
新
懸
け
」
と
は
、
新
た
に
配
置
す
る
こ
と
を
い
う
。

日
開
懸
場
帳
の
担
保
の
実
際

売
薬
懸
場
帳
の
担
保
化
は
、
そ
の
売
買
と
同
様
に
、
極
め
て
古
い
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
か
た
。

往
時
は
、
売
薬
行
商
人
仲
間
で
頼
母
子
講
を
つ
く
り
懸
場
帳
を
担
保
に
金
融
を
図
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
商
慣
習
を
承
継
し
て
近
代
国
家

の
成
立
後
も
、
信
用
組
合
や
無
尽
会
社
が
こ
の
よ
う
な
金
融
取
引
を
営
ん
で
き
た
し
、
終
戦
後
も
、
地
元
の
相
互
銀
行
や
信
用
金
庫
は
、

(イ〉

懸
場
帳
担
保
の
関
係
者

や
は
り
懸
場
.帳

を
担
保
に
融
資
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

L
か
し
、

後
述
ゅ
よ
う
侃
現
行
法
土
の
疑
点
が
あ
っ
允
た
め
か
、

一
般
に
金
融
機
関
で
は
こ
の
懸
場
帳
だ
け
を
担
保
と
す
る
貸
品
は
現



在
の
と
こ
ろ
限
ら
れ
た
範
囲
に
止
ま
り
、
し
か
も
特
殊
な
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
懸
場
帳
の
担
保
化
は
今
日
な
お

E
常

み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
富
山
県
が
薬
業
振
興
資
金
と
し
て
富
山
信
用
金
庫
に
預
託
し
て
い
る
年
額
四
、
五

O
O万
円
の
資
金
の
貸
出

し
に
は
、
懸
場
帳
担
保
が
と
ら
れ
て
い
る
口
ま
た
、
国
民
金
融
公
庫
は
、
売
薬
業
者
に
年
間
約

一
億
円
の
貸
出
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

場
合
に
は
富
山
県
薬
業
連
合
会
と
広
貫
堂
家
庭
薬
協
同
組
合
が
貸
出
の
あ
っ
せ
ん
を
し
推
薦
す
る
習
わ
し
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
れ
ら

の
団
体
は
融
資
希
望
者
の
懸
場
帳
を
評
価
査
定
す
る
と
共
に
こ
れ
を
担
保
に
と
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
売
薬
業
者
が
密
集
し
て
い
る
比

較
的
狭
い
地
域
の
信
用
金
庫
の
中
に
は
後
述
方
法
の
懸
場
帳
担
保
で
固
有
の
資
金
を
貸
出
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
ロ
ま
た
、
こ
れ
ら
の
金

融
機
関
以
外
の
個
人
的
貸
借
で
従
来
通
り
の
方
式
に
よ
る
懸
場
帳
担
保
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
皆
無
で
は
な
い
。

(

ロ

)

懸
場
帳
担
保
権
設
定
の
様
式

(司

信
用
金
庫
か
ら
の
融
資
の
場
合

法
律
学
的
分
析
は
後
に
し
て
、

一
ま
ず
消
費
貸
借
契
約
お
よ
び
担
保
権
設
定
契
約
の
実
際
を

み
て
み
よ
う
。

懸
場
帳
を
担
保
に
金
を
借
り
よ
う
と
す
る
売
薬
業
者
は
、
ま
ず
、
書
式

4
の
借
入
申
込
書
を
提
出
す
る
。
こ
の
申
込
書
に
は
書
式
5
の

仕
入
証
明
書
が
添
付
さ
れ
、
申
込
者
の
営
業
実
績
が
審
査
さ
れ
る
。

借

入

(
書
式
4
)

書

込

申

(
二
通
提
出
)

昭
和

年

|氏|す|住

1I2|互

@ 

月

日

借

入

申

込

人

円

U7t
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左
記
の
通
り
借
入
い
た
し
た
く
申
込
み
ま
ず
か
ら
御
審
議
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
ひ
い
た
し
ま
す

白

一一一 6 5 4 3 2 1 一一一一一一、 、、 、 、 、 -、 、 、
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子
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期 金
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自 金
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氏家
人の

名 薬配庭
昭

が場 和
共合、J
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保管する 保権実行
記載 売

の
，、

年
の 外

懸場
通 円円 円円

もの り
の時 と 也 也 也 也
とに す 〆ヘ 月
す於 る 年
るけ 市郡 至

る
実 戸 昭 円

。 ，
際数

和
‘ 度 也
f 

を 廻

' 保担 り
'--' 方
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す ケ

村外町外
る 年金
も
の
と 月
す r、、
る

f 
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， 円 ケ
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昭金当
和社

ぉ

-c 
年

i 1言

!用

i金

i庫

i御

!中

一、
連

帯

保

証

人

職

業 在籍

t也 地

富 富

山 山

県 県

氏 ふ
り
か

名 な

@ 

(
財
産
程
度

万
円
也
)

-707一

一、
連

帯

保

証

人

職|現 本

業 在 籍

地 地

富 富

山 山

県 県

氏 ふ
り
か

名 な

一 一

@ 

添
付
書
類

一
、
医
薬
品
製
造
業
者
文
は
販
売
業
者
の
前
年
度
仕
入
額
証
明
書

(
財
産
程
度

二
、
印
鑑
証
明
各

一
通

万
円
也
)

仕

入

証

明

書

(

書

式

5
)

住

所氏

名

自
昭
和

至
昭
和

円
年年

也
日

の
聞
に
左
の
通
り
医
薬
品
(
家
庭
薬
)
を
仕
入
れ
た
る
と
と
を
証
明
し
ま
す

月月

月

氏住

名所

医
薬
品
販
売

製

造

業

者

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
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富
大
経
済
論
集

審
査
は
、
ま
ず
薬
業
界
の
自
主
的
審
査
に
は
じ
ま
り
、
薬
業
連
合
会
が
こ
れ
に
当
る

Q

富
山
県
関
係
者
の
最
大
組
識
で
あ
る
富
山
県
薬
業

連
合
会
は
、
こ
の
審
査
活
動
の
た
め
に
内
部
組
織
と
し
て
「
金
融
審
議
委
員
会
」
を
設
け
、
各
地
区
に
地
区
委
員
を
選
任
し
て
い
る
。
金

融
審
議
委
員
会
は
、
配
置
売
薬
業
の
ベ
テ
ラ
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
申
込
者
の
懸
場
帳
を
調
査
し
そ
の
実
積
を
評
価
す
る
。
更
に
そ
の

う
え
に
、
富
山
県
信
用
金
庫
協
会
と
薬
業
関
係
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
委
員
よ
り
構
成
さ
れ
る
合
同
委
員
会
(
「
金
融
委
員
会
」
と
呼
ば
れ

る
〉
が
置
か
れ
て
お
り
、
再
審
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
問
委
員
会
は
毎
月
定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

審
査
機
関
の
審
査
を
経
た
申
込
者
に
対
し
て
、
信
用
金
庫
は
、
次
の
よ
う
な
約
定
の
も
と
に
金
銭
消
費
貸
借
を
締
結
す
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
ず

基
本
的
契
約
と
し
て

譲 j 書
渡 i 式
:t.E!. ; 6 
保!の
附:譲
金!渡
銭 i 担
消!保
費!付
貸 i 金
借 !銭
契;消
約 j 費
証 i貸
書 j 借

契
約
証
書
が
作
成
さ
れ
取
り

チ哩

Fや

さ
れ
る

(
書
式
6
)

第

一

条

信

用

金

庫

(

以

下

甲

と

い

う

J

は、

し
渡
し
、
乙
は
こ
れ
を
受
領
し
た
。

(
以
下
乙
と
い
う
J

に
対
し
左
記
要
領
に
よ
り
金
員
を
貸

一

、

金

額

二

、

使

途

三
、
償
還
期
限

四
、
償
還
方
法

七六五

損方利利
息

害支

金法払率

記

円
也

年年

昭
和

昭
和

金日

歩

銭

昭

和

年

月

日

(

よ

り

)

毎

月

日

に

前

壱

ヶ

月

分

を

後

払

い

す

る

。

支
払
を
遅
延
し
た
場
合
、
ま
た
は
期
限
の
利
益
を
失
い
た
る
場
合
は
、
弁
済
す
べ
き
元
金
に
対
し
金
百
円
に
つ
き
日
歩
'

五
銭
の
割
合
に
よ
る
損
金
を
支
払
う
。

円 月月
也

厘を
と完
す済日日
るす(
。る-ょ

。り
、..../

毎
月

日
に
金

円
也
宛
償
還
し
最
終
期
限
に



nu 

第
二
条
乙
が
v

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第

一
条
の
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
、
期
限
の
利
益
を
失
い
直
ち
に
本
契
約
に
よ
る
元

利
益
の
全
部
を
弁
済
す
る
。

一
、
乙
が
元
金
返
済
ま
た
は
利
息
支
払
を
期
日
に
怠
っ
た
と
き

二
、
乙
が
本
借
入
資
金
を
第
一
条
に
記
載
し
た
使
途
以
外
に
使
用
し
、
ま
た
は
借
入
後
長
期
に
わ
た
り
使
用
し
な
い
場
合

三
、
乙
が
他
の
債
務
の
た
め
強
制
執
行
保
全
処
分
、
国
税
徴
収
法
に
よ
る
滞
納
処
分
を
う
け
、
ま
た
は
破
産
、
和
議
、
会
社
整
理
、
会
社

更
生
、
競
売
手
続
開
始
の
申
立
を
受
け
た
場
合

四
、
乙
ま
た
は
担
保
提
供
者
が
本
資
金
借
入
に
闘
し
、
も
し
く
は
借
入
後

一
切
の
償
務
を
弁
済
す
る
ま
で
の
聞
に
、
甲
に
対
し
不
実
の
申

出
あ
る
い
は
報
告
を
な
し
、
ま
た
は
必
要
な
事
実
の
申
出
も
し
く
は
報
告
を
怠
っ
た
場
合

五
、
乙
ま
た
は
担
保
提
供
者
が
本
契
約
に
定
め
た
条
項
も
し
く
は
、
そ
の
条
項
に
基
づ
く
甲
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合

六
、
乙
は
手
形
交
換
所
よ
り
取
引
停
止
処
分
を
受
け
た
場
合

第
三
条

乙
は
担
保
提
供
者
と
な
り
、
こ
の
契
約
に
よ
る
債
務
の
担
保
と
し
て
、
そ
の
権
利
に
属
す
る
左
記
記
載
の
債
権
を
無
償
で
譲
渡
し
、

帳
簿
等
は
占
有
の
改
定
に
よ
り
そ
の
引
、
渡
し
を
完
了
し
た
。

一

、

懸

場

雫

市

町

外

ケ
町
村

d

郡

村

二
、
懸

場

得

意

一

戸

数

民

外

一戸

冊

三

、

配

置

薬

定

価

概

算

金

円

四

、

最

近

一

ヶ

年

の

取

揚

額

円

目

但
し
、
乙
の
譲
渡
は
外
部
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
当
事
者
間
に
お
い
て
も
完
全
に
そ
の
権
利
を
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

乙
は
、
前
項
の
担
保
物
件
に
つ
い
て
は
、
先
取
特
権
そ
の
他
甲
に
損
害
を
お
よ
ぼ
す
権
利
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
保
証
し
た
。

第

四

条

(

以

下

丙

と

い

う

。

)

は

、

前

条

に

よ

る

担

保

物

件

に

つ

き
保
管
の
責
任
に
任
じ
、
且
つ
甲
の
承
諾
を
得
て
乙

に
乙
れ
を
当
然
の
用
法
に
従
っ
て
無
償
で
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

乙
ま
た
は
丙
の
故
意
過
失
に
よ
り
甲
に
損
害
を
及
ぼ
し
た
と
き
は
、
乙
お
よ
び
丙
な
ら
び
に
保
証
人
は
連
帯
し
て
、
そ
の
損
害
の
賠
償
の

寅
に
任
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
乙
及
び
丙
は
、
甲
が
請
求
し
た
と
き
は
い
つ
で
も
甲
ま
た
は
甲
の
指
図
人
に
担
保
物
件
を
引
渡
す
も
の
と
す
る
。

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
)

三
O
九
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第
六
条
乙
ま
た
は
丙
が
こ
の
契
約
に
違
反
し
た
と
き
は
、
甲
は
、
催
告
そ
の
他
法
定
の
手
続
に
よ
ら
な
い
で
、
時
期
、
方
法
、
相
手
方
等

申
の
適
当
と
認
め
る
方
法
に
よ
り
随
意
に
担
保
物
件
を
処
分
し
、
そ
の
費
用
を
控
除
し
た
取
得
金
額
を
以
っ

て
債
務
の
弁
済
に
充
当
し
て

も
乙
及
び
丙
は
異
議
が
な
い
。

前
項
の
場
合
、
債
務
を
完
済
す
る
に
至
ら
な
い
と
き
は
、

L
は
直
ち
に
そ
の
残
額
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

第
七
条
は
本
契
約
か
ら
生
ず
る
乙
の
一
切
の
債
務
に
つ
い
て
保
証
人
と
な
り
、
乙
と
連
帯
し
て
債
務
履
行
の
貴
を
負
う
。

第
八
条
乙
お
よ
び
保
証
人
は
、此
の
証
書
の
金
銭
債
務
に
付
き
債
務
不
履
行
の
場
合
は
、
そ
の
全
財
産
に
対
し
て
直
ち
に
強
制
執
行
を
受
く

べ
き
こ
と
を
認
諾
し
た
。

こ
の
契
約
を
証
す
る
た
め
、
証
書
一
通
を
作
成
し
申
が
こ
れ
を
保
有
す
る
。

昭

和

年

月

日

債

権

者

(

甲

)

債

務

者

(

乙

〉

連
帯
保
証
人
(
丙
〉

連
帯
保
証
人

こ
の
契
約
書
(
書
式
6
〉
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
債
務
者
は
懸
場
(
帳
)
を
担
保
に
提
供
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し

て
は
別
に
担
保
差
入
書
ハ
書
式
7
〉
を
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
懸
場
帳
そ
の
も
の
は
現
実
に
信
用
金
庫
に
引
渡
さ
れ
る
わ
け
で
な
く
、

こ
れ
に
代
る
懸
場
帳
内
訳
(
書
式
8
)
を
添
付
す
る
ほ
か
、
担
保
権
者
た
る
信
用
金
庫
の
た
め
に
こ
れ
を
預
る
責
任
者
を
定
め
、
売
薬
懸

場
帳
預
り
証
ハ
書
式
9
)
を
差
し
入
れ
る
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
て
い
い
る
(
耽
跡
的
帥
…
精
一
怨
印
式
一
倍
…
紘
一
蹴
ト
民
活
…

1
3
0

-
ー一一........----.-一-

. 

担

書

. 

-b ・
伊・・・ーーーー一一一ーーー-ー一一ー

保

差

入

〈

書

式

7
)

私
は
貴
金
庫
よ
り
金
員
借
用
す
る
に
当
り
左
の
担
保
物
を
差
入
れ
並
び
に
左
記
の
条
項
を
約
定
致
し
ま
す
。

一

、

担

保

物

件

売

薬

癒

場

川

，
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棚

戸

数

冊

(

明

細

内

訳

別

紙

)

二、

懸
場
先
の
異
動
及
び
配
置
薬
数
量
異
動
の
場
合
は
担
保
権
実
行
の
時
に
於
け
る
実
際
数
を
担
保
と
す
る
も
の
と
す
る
。

三。

懸

場

帳

簿

は

質

権

者

の

為

め

股

が

保

管

す

る

も

の

と

す

る

。

四
、
前
記
懸
場
帳
簿
に
関
し
貴
金
庫
が
必
要
あ
る
と
き
は
右
保
管
者
は
何
時
で
も
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

玉
、
債
務
不
履
行
の
場
合
は
賃
金
庫
に
於
て
前
記
担
保
物
を
売
却
其
他
適
宜
御
処
分
相
成
る
と
も
異
議
あ
り
ま
せ
ん
。

六
、
担
保
物
処
分
に
付
て
は
時
期
並
び
に
方
法
に
関
し
て
は
賃
金
庫
の
御
差
図
せ
ら
る
る
乙
と
に

一
切
異
議
は
申
し
ま
せ
ん
。

右
は
昭
和
年
月
日
附
質
金
庫
よ
り
の
借
入
金
の
担
保
と
し
て
右
約
款
承
諾
の
上
賃
金
庫
へ
差
入
れ
致
し
ま
す
。

昭

和

年

日 県

郡

戸
外

月

富

山

県

債

務

者

富

山

県

連
帯
保
証
人

富

山

県

連
帯
保
証
人

信

金

庫

御
中

用

良県 i 

縞 j

粛 !

馴
泊

的

ー町F--.--ー---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・明ーー・

1
4
 昂

舟

ヨi

荏

百|

百l幣

述書

湖量
J3 

瀦II 

締ゆ回

重量

;::a 

瀦III 
国
瀬

童l'lT話

一
司

~ 

. 

. 

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
療
)
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私

儀

今

般

氏

の

借

入

金

の

担

保

物

件

と

し

て

貴

金

庫

に

差

入

れ

ま

し

た

。

氏
所
有
の
売
薬
懸
場
帳
を
正
に
御
預
り
致
し
ま
し
た
。

つ
い
て
は
前
記
売
薬
懸
場
帳
に
関
す
る
債
務
一
切
の
責
任
を
負
う
事
は
勿
論
貴
金
庫
の
御
請
求
に
よ
り
何
時
な
り
と
も
右
帳
簿
を
差
出
し
申

す
べ
《
蕊
に
確
約
申
し
上
げ
ま
す
。

昭

和

年

月

富
大
経
済
論
集

色V

白

b
a
-
a
E

・・6
・27.
，，
.ae-
-

・411
・''『a
e
-
-
-
-
o
p
o
l--a..
.
 ，
 

•• 
9
I
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，a
i1
0
6
0
0

・aa-
-
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ie'
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a
a
-
-
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，a
'
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'
'
h
h

・・・
・aa
-
-
-
-
a
B
a
-
-
-
-
-
-
a
B
'
a
'
a
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 ，，
.
a
B
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売

懸

場

り

帳

預

証

薬

(
書
式
9
)

日

富

山

県

帳
簿
預
り
主

山

県

右
連
帯
保
証
人

山

県

右
連
帯
保
証
人

信

庫

御
中

富富

用

金

た
だ
し
、
実
際
に
は
、
懸
場
帳
預
り
証
(
書
式
9
〉
を
差
入
れ
て
い
る
帳
簿
預
り
主
が
帳
簿
を
所
持
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
債
務

者
た
る
懸
場
帳
主
に
こ
れ
を
返
b
て
い
る
。
帳
、
王
は
営
業
の
た
め
こ
れ
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
本
帳
を
担
保
権
者
に
渡
し
、
こ
れ

を
写
し
た
新
帳
を
債
務
者
が
所
持
す
る
と
か
、
旧
帳
だ
け
を
担
保
権
者
に
渡
し
て
お
く
と
い
う
方
法
も
、
か
つ
て
は
皆
無
で
は
な
か
っ
た

ょ
う
で
あ
る
が
、

・今
日
で
は
、
担
保
権
者
が
こ
れ
を
保
管
す
る
こ
と
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
。

・
な
お
、
信
用
金
庫
は
、
書
式
6
の
譲
渡
担
保
付
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
公
正
証
書
に
組
む
こ
と
に
し
て
お
り
(
後
掲
書
式

mの
委
任
状



を
と
っ
て
お
く
〉
、

富
山
市
の
公
証
人
役
場
に
は
、
書
式
6
の
「
譲
渡
担
保
附
金
銭
消
費
貸
借
契
約
」
と
全
く
同
一
の
内
容
を
そ
の
ま
ま

不
動
文
字
で
印
刷
し
た
「
譲
渡
担
保
附
金
銭
消
費
貸
借
契
約
公
正
証
書
」
用
紙
が
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
て
い
る
。

委

状

ーーーーーーー・・ー・‘ー一一ーーーーーーー・M・-----...苧白・・・・・ーー司・・・・・・----ー・・・ーー・ー-ーーーーーーー・，ーーー..

任

(
書
式
叩
)

債

権

者

信

用

金

庫

は

を

、
債
務
者
お
よ
び
連
帯
保
証
人

を
も
っ
て
代
理
人
と
定
め
別
紙
添
付
の
契
約
条
項
に
よ
る
公
正
証
書
の
作
成
を
嘱
託
す
る
権
限
を
委
任
す
る
。

昭

和

年

月

日

は

債

権

者

債

務

者

兼
担
保
提
供
者

連
帯
保
証
人

連
帯
保
証
人

印円
H
H

r「』「印印

(
こ
の
委
任
状
に
は
、
前
掲
書
式
6
の
譲
渡
担
保
附
金
銭
消
費
貸
借
契
約
証
書
が
添
付
さ
れ
る
。)

、‘‘，JL
U
 

国
民
金
融
公
庫
か
ら
の
融
資
の
場
合

国
民
金
融
公
庫
が
売
薬
業
者
に
融
資
す
る
場
合
に
も
、
富
山
県
薬
業
連
合
会
な
い
し
広

貫
堂
家
庭
菜
協
同
組
合
が
融
資
希
望
者
の
営
業
内
容
を
審
査
し
こ
れ
を
保
証
す
る
(
法
律
的
な
保
証
契
約
を
締
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
)

と
い
う
形
で
融
資
を
斡
旋
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
団
体
は
毎
月
定
期
的
に
金
融
委
員
会
を
開
い
て
、
希
望
者
の
懸
場
帳
を
評
価

一713-

査
定
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
信
用
金
庫
か
ら
の
融
資
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
と
異
な
り
、
国
民
金
融
公
庫
は
直
接

懸
場
帳
を
担
保
に
取
ら
な
い
で
、

事
業
資
金
の
斡
旋
事
業
を
営
む
前
記
の
団
体
が
懸
場
帳
担
保
を
取
っ
て
い
る
。
広
貫
堂
家
庭
薬
協
同
組

合
の
場
合
の
仕
組
を
説
明
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

資
金
借
入
申
込
者
は
、
書
式
日
の
事
業
資
金
借
入
申
込
書
を
ま
ず
協
同
組
合
に
提
出
す
る
。

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
)
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2 昭
和

年

.，l 
i 

官

月

日
借

入

人

、
国
民
金
融
公
庫
富
山
支
所

申

込

書

(
書
式
日
)

氏 現 本

住 籍

名 所 地
一 一

御
中

左
記
の
通
り
借
入
い
た
し
た
く
申
込
み
ま
ず
か
ら
御
審
議
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

、

借

入

金

額

円

也

一
、
借

入

期

間

一

、

用

途

一
、
元
金
償
還
方
法

一
、
利
子
支
払
方
法

一

、

担

保

物

件
内

1 

懸

場

所

在

地

懸

場

得

意

戸

数

配

置

家

庭

薬

名

配
置
薬
価
格
概
算
金春秋

3 4 5 

一
回
の
取
揚
金

金自

昭

和

年

月

至

昭

和

年

月

家
庭
薬
配
置
販
売
に
要
す
る
仕
入
資
金
と
す
る

・
ヶ
月
据
置
ヶ
月
目
よ
り
月
賦
払
と
す
る

月

訳家借
庭入
薬の
配 翌
置月
販よ
売り
の月
懸賦
場払

と
す
る

県県

郡市

町

外

村

外一戸方

氏

外外円円
也
(
年

、

度
廻
り
)

一
ヶ
年
金

円
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懸

場

帳

簿

価

額

前
記
各
号
の
詳
細
は
懸
場
帳

円

簿
冊
に
記
載
の
通
り
と
す
る

一
、
懸
場
先
の
異
動
及
配
置
薬
数
及
変
動
の
場
合
は
担
保
権
実
行
の
時
に
お
け
る
実
際
数
を
担
保
に
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
懸
場
帳
は
質
権
者
の
為
に
保
証
人
が
協
同
で
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

一、

連帯

保

証人

職 現 本

業
住 籍

所 地

氏

名

@ 
一 一一一

(
財
産
程
度

円
)

一、
連
帯

保証

人

職 現 本

業
住 籍

所 地

氏

名

@ 

(
財
産
程
度

円

添
付
書
類

一
、
医
薬
品
製
造
業
者
文
は
販
売
業
者
の
前
年
度
仕
入
額
証
明
書

注
意
事
項

一
、
申
込
書
二
通
提
出

一
、
印
鑑
証
明
書
各
二
通

-715-

こ
の
申
込
書
の
内
容
は
、
信
用
金
庫
か
ら
の
融
資
の
場
合
の
借
入
申
込
書
(
書
式

4
〉

こ
の
文
面
か
ら
は
国
民
金
融
公
庫
が
担
保
権
を
取
得
す
る
よ
う
に

と
同
一
で
あ
る
。
宛
先
が
国
民
金
融
公
庫
富
山

支
所
と
な
っ
て
お
り
、
担
保
物
件
の
約
定
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

慣
習
法
上
の
財
産
権
と
近
代
法
(
吉
原
)

三
一
五
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富
大
経
済
論
集

一
一
六

判
断
さ
れ
る
が
、
前
述
の
如
く
公
庫
は
懸
場
に
担
保
権
を
も
っ
意
思
は
な
く
、
本
書
類
が
公
庫
に
廻
さ
れ
て
き
て
も
参
考
資
料
と
し
て
他

〈
書
式
7
〉
な

ど
は
存
在
し
な
い
。
公
庫
は
、
売
薬
業
者
以
外
の
融
資
申
込
書
の
場
合
と
同
様
に
書
式
日
と
は
全
く
別
個
の
国
民
金
融
公
庫
借
入
申
込
書

(
画
一
的
な
も
の
〉
を
提
出
さ
せ
、
連
帯
保
証
人
を
立
て
き
せ
た
う
え
で
融
資
を
な
し
借
用
証
書
を
取
っ
て
お
け
ば
十
分
な
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
に
関
連
し
て
協
同
組
合
と
債
務
者
と
の
聞
に
懸
場
帳
担
保
の
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
法
律
学
的

の
必
要
書
類
と
共
に
フ
ァ
イ
ル
し
て
お
く
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
信
用
金
庫
の
場
合
の
よ
う
な
「
担
保
差
入
書
」

に
は
色
々
の
疑
問
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
協
同
組
合
は
書
式
ロ
の
よ
う
な
委
任
状
を
と
っ
て
お
く
わ
け
で
あ
る
。
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五

円
L一一一一一」

(
書
式
ロ
)

状

委

任

自
分
は
公
正
証
書
作
成
嘱
託
の
件
に
つ
き

と
を
委
任
す
る
。

氏
を
も
っ
て
代
理
人
と
定
め
左
の
権
限
の
行
為
を
為
す
こ

十
、
借
主
は
庚
貫
堂
家
庭
薬
協
同
組
合
の
保
証
を
も
っ
て
国
民
金
融
公
庫
よ
り
金
円
の
借
受
け
契
約
を
為

し
た
る
に
付
其
の
保
証
債
務
の
根
担
保
の
目
的
を
も
っ
て
左
の
懸
場
帳
記
載
の
借
主
の
債
権
並
に
配
置
権
を
右
協
同
組
合

へ
信
託
譲
渡
す
る
こ
と
。

一

、

懸

場

県

柿

欄

外

ケ

町

村

二

、

懸

場

得

意

戸

数

氏

外

戸

冊

三

、

配

置

薬

価

格

概

算

金

円

四
、
最
近
一
ヶ
年
の
取
揚
金

・

円

一
、
前
記
懸
場
先
の
異
場
及
配
置
薬
数
量
変
動
の
場
合
は
担
保
権
実
行
の
時
に
於
け
る
実
際
数
を
担
保
の
目
的
を
以
て
信
託
譲

渡
す
る
ζ

と
j

'



一
、
本
契
約
の
義
務
不
履
行
の
場
合
は
右
借
入
限
度
額
の
無
因
債
務
発
生
す
る
こ
と
。

一
、
保
証
人
は
相
互
に
連
帯
保
証
を
為
す
こ
と
。

一
、
債
務
不
履
行
の
場
合
は
直
ち
に
強
制
執
行
を
受
く
べ
き
こ
と
認
諾
。

右
の
外
本
契
約
成
立
に
付
条
件
特
約
処
分
等
総
て
相
手
方
と
協
定
の
上
之
を
公
証
人

公
証
役
場
に
於
て
公
証
人
に
陳
述
し
証
書
作
成
に
至
る
ま
で
の
全
権

右

代

理

の

委

任

状

如

件

~71ì ー
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保証帯
保帯
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証

人 人 人

職 現 本 職 現 本 職 現 本

住 籍 住 籍 住 籍

業 所 地 業 所 地 業 所 地

氏 氏 氏

名 名 名
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富
大
経
済
論
集

書
式
ロ
の
委
任
状
に
は
、
協
同
組
合
の
保
証
債
務
の
根
担
保
の
た
め
に
懸
場
に
関
す
る
権
利
を
信
託
譲
渡
す
る
旨
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

協
同
組
合
は
国
民
金
融
公
庫
と
保
証
契
約
を
締
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
も
し
債
務
者
が
遅
滞
し
た
場
合
に
は
、
協
同
組
合
が
代

三
一
八

払
い
〈
第
三
者
.の
弁
済
)
を
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
予
想
さ
れ
る
。

註

ω
史
料
集
一
六
二
三
頁
に
よ
る
と
|
|

〔
文
政
七
申
〕
年
、
有
沢
屋
庄
八
連
子
頼
母
子
取
当
り
に
付
、
〔
有
沢
屋
忠
左
衛
門
よ
り
頼
母
子
連
中
宛
〕
見
合
証
文
断
片

@
見
合
証
文
之
事

・
壱
番
親
高
野
屋
太
郎
兵
衛
取
立
連
子
頼
母
子
、
廿
三
番
目
有
沢
屋
庄
八
取
当
り
、
出
銭
寄
高
確
に
受
取
被
申
候

依
而
為
引
当
先
達
而
太
郎
丸
屋
義
兵
衛
半
口
取
当
之
節
、
入
置
ー申
候
、
私
場
所
越
中
国
壱
歩
、
代
銀
〆
六
百
目
売
券
証
文
壱
通
入
置
申
候
、
此
度
見

合
証
文
に
仕
候
、
然
上
は
年
々
定
之
出
銭
急
度
懸
継
可
被
申
候
万
一
相
滞
候
は
、
右
入
置
候
引
当
御
勝
手
に
御
引
取
可
被
成
候
、
私
内
々
極
合
御
座

侯
に
付
指
出
置
候
得
は
、
其
節
貸
売
券
沙
汰
申
問
敷
候
、
此
上
と
も
彼
更
違
乱
申
候
は
L
比
証
之
趣
を
御
断
可
被
成
候

為
其
見
合
証
文
如
件

ー
ー
と
い
う
担
保
差
入
れ
の
証
文
が
み
ら
れ
る
。

ω
広
貫
堂
は
、
富
山
県
に
お
け
る
最
も
代
表
的
な
製
薬
会
社
で
あ
る
が
、
売
薬
懸
場
帳
主
を
株
主
と
し
て
発
足
し
て
お
り
、
現
在
で
も
同
社
の
株
主

に
な
っ
た
り
同
社
よ
り
配
置
薬
品
を
仕
入
れ
密
接
な
関
係
を
も
っ
売
薬
業
者
が
多
く
、
か
か
る
売
薬
業
者
が
相
互
扶
助
と
自
主
的
規
制
を
目
的
と
し

て
庚
貫
堂
家
庭
薬
協
同
組
合
を
結
成
し
て
い
る
。
障
問
貫
堂
・
庚
貫
堂
の
あ
ゆ
み
九
五
頁
以
下
。
廃
貫
堂
に
つ
い
て
は
、
他
に
「
康
貫
堂
史
」
も
あ
る

が
、
い
ず
れ
後
述
す
る
。

国
家
法
上
の
解
釈
論
的
問
題
点

付
問
題
点
の
所
在

前
段
に
お
い
て
、
懸
場
帳
の
売
買
と
担
保
に
関
す
る
取
引
の
実
際
を
あ
り
の
ま
ま
描
き
出
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
民
事
取
引
の
国
家
法

た
る
民
法
商
法
の
平
面
に
お
い
て
こ
れ
を
分
析
す
れ
ば
、
理
論
構
成
の
う
え
で
少
な
か
ら
ざ
る
疑
問
点
が
で
て
く
る
。
ま
ず
、
こ
れ
を
提



示
し
て
み
よ
う
。

懸
場
帳
の
売
買
に
関
す
る
問
題
点

(イ〉

一719-

(a) 

売
買
の
目
的
は
何
か
。
懸
場
の
売
買
な
の
か
、
そ
れ
と
も
懸
場
帳
の
売
買
な
の
か
。

、、
，，，Lυ 

懸
場
帳
主
が
も
っ
て
い
る
財
産
権
、
し
た
が
っ
て
ま
た
売
買
に
よ
っ
て
移
転
さ
れ
る
財
産
権
の
法
的
性
質
は
何
か
。
配
置
薬
品

(C) 

の
所
有
権
、
消
費
さ
れ
た
薬
品
の
代
金
債
権
の
算
術
的
総
和
な
の
か
。

右
の
よ
う
な
権
利
が
移
転
す
る
と
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
権
利
移
転
に
つ
い
て
の
対
抗
要
件
は
ど
う
な
の
か
。

営
業
権
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
法
律
的
構
成
を
ど
う
考
え
る
か
。

(d) (e) 

薬
品
所
有
権

・
売
掛
債
権
ハ
い
ず
れ
も
変
動
増
減
す
る
〉
さ
ら
に
営
業
権
が
包
括
的
に

一
体
化
さ
れ
た
財
産
権
を
現
行
法
上
是

(f) 

認
し
う
る
か

懸
場
帳
の
法
的
性
質
は
何
か
。
証
拠
書
類
に
す
ぎ
な
い
か
。
こ
れ
に
有
価
証
券
的
性
質
を
認
め
る
べ
き
か
。
現
行
法
上
そ
れ
が

可
能
か
。

(g) 

二
重
帳
簿
に
よ
る
売
主
の
詐
欺
行
為
(
自
分
自
身
に
よ
る
代
金
回
収
や
二
重
譲
渡
〉
を
防
止
す
る
法
的
措
置
は
何
か
、
等
々
。

〈

口

)

懸
場
帳
の
担
保
に
関
す
る
問
題
点

担
保
権
の
目
的
物
は
何
か
。
懸
場
な
の
か
、
そ
れ
と
も
懸
場
帳
な
の
か
。

(司(c) . (b) 

担
保
権
の
法
的
性
質
は
何
か
。
質
権
か
、
譲
渡
担
保
か
。
両
方
の
成
立
が
可
能
で
あ
る
か
。

質
権
と
す
れ
ば
、
動
産
質
か
、
債
権
質
か
、
そ
れ
と
も
別
個
の
権
利
質
な
の
か
。
個
々
の
薬
品
や
売
掛
債
権
に
質
権
が
設
定
さ

(d) 

れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
包
括
的
な
財
産
権
に
対
す
る
質
権
な
の
か
。
後
者
の
場
合
の
理
論
的
構
成
は
ど
う
か
。

質
権
と
す
れ
ば
、
そ
の
対
抗
要
件
は
ど
う
か
。
譲
渡
担
保
の
場
合
も
売
買
の
場
合
と
同
様
に
対
抗
要
件
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ

慣
習
法
上
の
財
競
権
と
近
代
法
(
吉
原
)

三
一
九
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公
示
の
原
則
を
ど
う
す
る
が
。

三
二
O

成
す
る
の
か
。

譲
渡
担
保
だ
と
す
れ
ば
、
担
保
権
設
定
者
H
懸
場
帳
主
が
担
保
権
設
定
後
継
続
す
る
配
置
行
商
の
法
的
根
拠
を
ど
の
よ
う
に
構

(e) (f) 

懸
場
帳
保
管
責
任
者
の
法
律
的
立
場
は
何
か
白

懸
場
帳
が
債
務
者
の
手
許
に
あ
る
た
め
に
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
不
正
行
為
、
た
と
え
ば
懸
場
の
譲
渡
や
代
金
回
収
後
に
お

(g) 

け
る
怠
業
(
担
保
価
値
の
殿
損
)
に
対
し
、
担
保
権
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
法
的
救
済
が
考
え
ら
れ
る
か
等
々
。

た
り
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
ら
の
疑
問
点
の
中
に
は
、
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
既
に
学
界
で
大
い
に
論
議
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
次
項
に
お
い
て

一
わ

ハ
未
完
)


